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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
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【年通号数】公開・登録公報2011-016
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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月16日(2012.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体医療物質を静脈内に投与するための体内装置において、その体内装置が：
　少なくとも一つの出口に連結された少なくとも一つの第一管状導管を有する噴出通路；
　少なくとも一つの入口に連結された少なくとも一つの第二管状導管を有する吸引通路；
　液体医療物質を特定の噴出圧力、量及び方向で投与するために前記少なくとも一つの第
一管状導管を通して前記液体医療物質を前記少なくとも一つの出口に導くための噴出力を
付与するために前記少なくとも一つの第一管状導管に連結された噴出力源；及び
　前記液体医療物質の残りを特定の吸引圧力、量及び方向で前記少なくとも一つの第二管
状導管を通して前記少なくとも一つの入口から吸引するための吸引力を付与するために前
記少なくとも一つの第二管状導管に連結された吸引力源；
を含み、
　前記少なくとも一つの出口及び前記少なくとも一つの入口が、前記吸引圧力、量及び方
向が静脈内腔として大きさおよび形を作られた容積で付与されるときに前記液体医療物質
が前記噴出圧力、量及び方向で投与される範囲が予め定められた空間へ限定されるように
配置されることを特徴とする体内装置。
【請求項２】
　前記少なくとも一つの出口及び前記少なくとも一つの入口が体内装置の先端であり、前
記吸引通路が前記噴出通路により部分的に囲まれていることを特徴とする請求項１に記載
の体内装置。
【請求項３】
　前記少なくとも一つの入口が複数の入口を含み、前記少なくとも一つの出口が前記複数
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の入口のうちの少なくとも二つの入口の間に配置されていることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の体内装置。
【請求項４】
　前記噴出通路が螺旋噴出通路であり、それに沿って前記少なくとも一つの出口が配置さ
れていることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の体内装置。
【請求項５】
　前記吸引通路が螺旋吸引通路であり、それに沿って前記少なくとも一つの入口が配置さ
れていることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の体内装置。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの入口の前に配置され、かつ特定の閾値を越える直径を持つ少なく
とも一つの成分が前記少なくとも一つの入口に侵入するのを防ぐために構成されたろ過素
子をさらに含むことを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の体内装置。
【請求項７】
　前記少なくとも一つの入口の前に配置され、かつ前記吸引圧力、量及び方向の少なくと
も一つを決定するために構成されたろ過素子をさらに含むことを特徴とする請求項１～６
のいずれかに記載の体内装置。
【請求項８】
　前記ろ過素子が前記少なくとも一つの成分を収集するための中空部を持つことを特徴と
する請求項６に記載の体内装置。
【請求項９】
　前記少なくとも一つの出口の前に配置され、かつ前記噴出圧力、量及び方向の少なくと
も一つを決定するために構成されたろ過素子をさらに含むことを特徴とする請求項１～８
のいずれかに記載の体内装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも一つの出口及び膨張形状と非膨張形状を持つ部分を持つ体内装置チップ
をさらに含み、前記少なくとも一つの出口と前記静脈内腔の静脈壁との間の距離が、前記
部分が膨張形状にあるときに減少されることを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載
の体内装置。
【請求項１１】
　前記液体医療物質が硬化剤を含むことを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の
体内装置。
【請求項１２】
　前記硬化剤濃度が５パーセント未満であることを特徴とする請求項１１に記載の体内装
置。
【請求項１３】
　前記吸引力源および前記噴出力源は前記吸引力および前記噴出力を同時に付与すること
を特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載の体内装置。
【請求項１４】
　前記噴出力が付与された後に前記吸引力の付与を命令する制御装置をさらに含むことを
特徴とする請求項１～１３のいずれかに記載の体内装置。
【請求項１５】
　前記噴出圧力、量及び方向と前記吸引圧力、量及び方向の少なくとも一つが目的静脈内
腔の特性に従って選択されることを特徴とする請求項１～１４のいずれかに記載の体内装
置。
【請求項１６】
　前記噴出方向が前記体内装置の中心軸に実質的に垂直であることを特徴とする請求項１
～１５のいずれかに記載の体内装置。
【請求項１７】
　前記噴出方向が複数の噴出方向を含むことを特徴とする請求項１～１６のいずれかに記
載の体内装置。
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【請求項１８】
　前記少なくとも一つの第一管状導管および前記少なくとも一つの第二管状導管が体内装
置チップに連結され、前記吸引力源および前記噴出力源が、前記体内装置チップが移動し
ている間に付与されることを特徴とする請求項１～１７のいずれかに記載の体内装置。
【請求項１９】
　前記吸引方向が複数の吸引方向から適用されることを特徴とする請求項１～１８のいず
れかに記載の体内装置。
【請求項２０】
　前記複数の吸引方向のうちの第一方向が前記静脈内腔の第一縁に向けられ、前記複数の
吸引方向のうちの第二方向が前記静脈内腔の第二縁に向けられていることを特徴とする請
求項１９に記載の体内装置。
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